
広
報

Ａ：①口　座　　　　　　②フライング　　　③振り込め

Ｂ：①架空請求　　　　　②回収サービス　　③緊急告知

Ｃ：①実費負担　　　　　②無条件　　　　　③取消料

Ｄ：①クーリング・オフ　②ペイ・オフ　　　③クリーニング・オフ

Ｅ：①月・水・金　　　　②火・木　　　　　③月～金

●対　　象　市内在住の人(一人一通まで)

●応募方法　官製ハガキに、住所・氏名・年齢・答えを明記して下記応募先まで

●締め切り　５月31日まで(当日消印有効)

●賞　　品　全問正解者の中から抽選で５人に一人2000円分の図書カード

１問以上正解者の中から抽選で５人に消費生活グッズ

●そ の 他 クイズの答えは７月１５日号の『消費者情報コーナー』で掲載します。

なお、当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応 募 先 〒８１８－８６８６（住所記入不要）

筑紫野市消費者相談コーナー　消費者クイズ係

●問い合わせ先　市商工観光課　内線３５６・３５７

応
　
募
　
要
　
領

◎平成17年度 予算 ……………………………2～5
◎平成16年度分の「市長へのたより」の概要を紹介します …6～7
◎母子家庭自立支援給付金のお知らせ ………11
◎ウオーキング DE 健康チャレンジ …………12
◎お知らせ …………………………………16～20

◎筑紫野市公式ホームページアドレスbhttp://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
◎ホームページ音声発信・FAXサービス番号b1９１８局３３６６
◎「広報ちくしの」は市公式ホームページで最新号と過去２号分を全面公開しています。

★
(Ａ)～(Ｅ)の中に入る言葉をそれぞれ下から

選んで回答してください
昨年、新聞報道では「おれおれ詐欺」に代表される｢（Ａ）詐欺｣が大きな社会問題

になりましたが、市の相談コーナーにおいてもハガキや電子メールを使った｢（Ｂ）｣の相談
の増加が特徴的でした。訪問販売や電話勧誘販売などの中には強引に契約を結ばせるという
悪質なものもありますが、悪質である、ないに関わらず、これらの契約は（Ｃ）で消費者

の側から一方的に解約できる（Ｄ）という制度があります。契約トラブルに関す
るご相談は筑紫野市消費者相談コーナーに問い合わせください。

相談日は（Ｅ）曜日になっています。

～『消費者月間』ってなに…？～
昭和43年５月30日に「消費者保護基本法」(現：消費者

基本法)が施行されたのを記念して毎年５月を消費者月間
と定め、さまざまな行事が行われています。筑紫野市でも、
市内のショッピングセンターなどで街頭啓発活動を行って
います。今年は消費者である皆さんが安全で安心できる生
活を送るための「消費者クイズ」です。すてきな賞品を用
意していますので、消費者としての知識を活かして答えて
みてくださいね!!



CHIKUSHINO CITY 2005.5.15

市
長
に
就
任
以
来
、
早
く
も
２
年

を
過
ぎ
、
仕
上
げ
の
１
年
目
と
な
り

ま
し
た
が
、
公
約
実
現
の
た
め
、
全

身
全
霊
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
人
口
増
加
で
推
移
し

て
い
る
も
の
の
、
市
税
の
伸
び
は
こ

れ
と
比
例
せ
ず
、
鈍
化
の
様
相
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
他
市
と
比
べ
て
多

額
の
借
入
金
を
抱
え
、
加
え
て
国
の

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
急
減
に
よ
っ
て
、
深
刻
な
財
政

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
本
質
か
ら
見
直
し
、
新
た
な

施
策
展
開
を
行
う
た
め
、
強
固
で
弾

力
的
な
財
政
体
質
、
自
治
体
経
営
を

ね
ら
い
と
し
て
、「
筑
紫
野
市
財
政

健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
健
全
化
計
画
を
基
本
に
据

え
、「
予
算
積
上
方
式
」
に
替
わ
り
、

財
源
の
枠
配
分
を
行
う
「
財
源
割
当

方
式
」
を
新
た
に
採
用
し
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
と
と
も
に
、
少
な

か
ら
ず
市
民
生
活
に
も
直
接
影
響
を

与
え
る
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
に
沿

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

が
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
市

民
・
議
会
・
職
員
が
同
じ
危
機
感
を

共
有
し
、
一
体
と
な
っ
て
こ
そ
初
め

て
実
現
が
可
能
と
な
り
、
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。険

し
い
道
で
す
が
、
真
に
誇
り
得

る
筑
紫
野
市
へ
の
道
の
り
と
し
て
避

け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆

さ
ま
と
一
緒
に
将
来
的
な
明
る
い
展

望
を
見
据
え
、
不
撓
不
屈
の
決
意
で

着
実
に
歩
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東
口
（
栄
町
）

地
区
市
街
地
再
開
発
整
備
事
業

平
成
17
年
度
は
都
市
計
画
決
定

を
目
標
と
し
た
関
係
機
関
と
の
協
議

や
事
業
計
画
案
を
精
査
し
ま
す
。

市
街
地
再
開
発
事
業
都
市
計
画
案

の
作
成
委
託
料
　
４
８
０
万
円

○
筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

引
き
続
き
「
筑
紫
・
津
古
線
」
沿

い
や
筑
紫
駅
前
広
場
西
側
の
宅
地
造

成
工
事
、
道
路
築
造
工
事
、
建
物
移

転
補
償
を
行
う
考
え
で
す
。

筑
紫
駅
西
口
区
画
道
路
・
宅
地
造

成
工
事
な
ど
　
３
億
８
６
７
万
円
、

建
物
等
移
転
補
償
　
４
億
４
７
２
７

万
円

○
都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

「
次
田
・
大
門
線
」
は
、
早
期
開

設
を
目
指
し
引
き
続
き
整
備
に
努
め

ま
す
。

都
市
計
画
道
路「
次
田
・
大
門
線
」

築
造
工
事
用
地
購
入
費
・
建
物
補
償

費
　
１
億
９
６
１
０
万
円

○
公
園
整
備

上
阿
志
岐
西
区
の
筑
紫
野
団
地
に

新
規
の
街
区
公
園
を
整
備
す
る
計
画

で
す
。
ま
た
、
上
原
田
公
園
の
事
業

認
可
な
ど
に
向
け
て
、
必
要
な
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

街
路
公
園
整
備
事
業
（
筑
紫
野
団

地
新
設
工
事
）

６
５
７
６
万
円

○
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

新
聞
紙
や
雑
誌
な
ど
、
紙
類
の
集

団
回
収
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、
各
行
政
区
を
単
位
と
し
た
「
紙

類
一
時
保
管
庫
設
置
モ
デ
ル
事
業
」

を
取
り
組
む
考
え
で
す
。

剪
定
枝
再
資
源
化
業
務
委
託
料

２
９
１
万
円
、
資
源
ご
み
回
収
倉
庫

購
入
費
　
１
０
０
万
円

○
宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
新
規
施
設

建
設平

成
19
年
４
月
稼
動
を
目
指
し

て
す
で
に
建
設
に
着
手
さ
れ
て
い
ま

す
。筑

紫
野
・
小
郡
･
基
山
清
掃
施
設

組
合
負
担
金
　
11
億
１
８
０
１
万

円○
聴
覚
障
害
者
相
談
員
設
置
事
業

平
成
17
年
度
か
ら
聴
覚
障
害
者

の
福
祉
向
上
の
一
環
と
し
て
、
手
話

で
相
談
援
助
を
行
う
聴
覚
障
害
者
相

談
員
を
設
置
す
る
よ
う
計
画
し
て
い

ま
す
。

聴
覚
障
害
者
相
談
業
務
　
14
万

円○
精
神
障
害
者
生
活
実
態
調
査
事
業

平
成
20
年
度
は
、
本
市
の
「
新

し
い
障
害
者
プ
ラ
ン
」
の
初
年
度
に

あ
た
り
、
そ
の
た
め
の
障
害
者
の
実

態
調
査
も
必
要
で
す
。し
た
が
っ
て
、

精
神
障
害
者
に
関
す
る
調
査
を
前
倒

し
し
て
平
成
17
年
度
に
実
施
し
、

当
面
す
る
精
神
障
害
者
の
保
健
福
祉

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
で

す
。

障
害
者
福
祉
長
期
行
動
計
画
推
進

事
業
　
24
万
円

○
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業

入
所
希
望
が
増
加
し
て
き
て
い
る

中
で
、
特
に
急
増
し
て
い
る
二
日
市

東
小
学
校
の
学
童
保
育
所
増
設
の
た

め
の
必
要
経
費
を
予
算
計
上
し
ま
し

た
。二

日
市
東
小
学
校
学
童
保
育
所
設

置
工
事
　
３
１
０
２
万
円

○
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年

計
画
お
よ
び
同
和
対
策

本
市
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓
発

に
関
す
る
基
本
指
針
の
策
定
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
る
考
え
で
す
。

同
和
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

の
見
直
し
年
度
に
あ
わ
せ
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

地
域
交
流
事
業
　
１
４
２
万
円

○
（
仮
称
）「
筑
紫
野
市
男
女
共

同
参
画
条
例
」
の
制
定
お
よ
び
各

種
啓
発
事
業
な
ど
の
充
実

本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社

会
実
現
に
向
け
た
条
例
の
制
定
を
行

う
考
え
で
す
。
ま
た
、
平
成
17
年

度
か
ら「
男
と
女
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
の
啓
発
事
業
の
充
実
、「
男
女

共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や

「
男
女
共
同
参
画
研
修
参
加
補
助
」

な
ど
の
新
規
事
業
に
取
り
組
む
考
え

で
す
。

男
と
女
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
　
98

万
円
、
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
　
２
４
０
万
円
、
男
女
共
同
参

画
研
修
参
加
補
助
金
　
45
万
円

2

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
将
来
的
な
明
る
い
展
望
を
見
据
え
た
平

成
17
年
度
予
算
が
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
原
市
長
は
、
本
年
度
の
予
算
説
明
を
通
し
、
施
政
方
針
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
こ
の
定
例
市
議
会
の
冒
頭
で
述
べ
た
施
政
方
針
と
今
年
度
の
予
算

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

平
成
17
年
度
施
政
方
針
か
ら

平成17年度予算
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3

○
生
涯
学
習
社
会
の
推
進
と
社
会

教
育
事
業

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
中
核
に
、

生
涯
学
習
関
連
施
設
が
連
携
を
図

り
、
市
民
の
自
治
意
識
の
向
上
や
地

域
の
教
育
力
を
高
め
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、「
生
涯
学
習
に

関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
を
行
い
、

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
た

10
カ
年
の
計
画
書
を
策
定
し
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
各

種
講
座
　
１
０
３
１
万
円
、
生
涯
学

習
推
進
計
画
調
査
　
55
万
円

○
学
校
教
育

少
人
数
学
習
を
含
め
た
30
人
学

級
は
、
小
学
校
１
、
２
年
生
を
対
象

に
平
成
16
年
度
に
引
き
続
き
、
平

成
17
年
度
は
、
２
校
で
試
行
し
ま

す
。不

登
校
の
適
応
指
導
や
心
の
ケ
ア

な
ど
の
た
め
、
相
談
員
の
確
保
や
国

際
視
野
を
育
成
す
る
た
め
の
外
国
語

指
導
助
手
配
置
事
業
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置

事
業
）
の
継
続
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活

用
に
関
す
る
事
業
の
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。

少
人
数
学
級
　
５
４
６
万
円
、
外

国
語
指
導
助
手
配
置
事
業
　
１
７
０

９
万
円

○
青
少
年
の
健
全
育
成
と
竜
岩
自

然
の
家
事
業

次
代
を
担
う
青
少
年
が
地
域
で
安

全
で
安
心
し
て
、
ま
た
、
豊
か
な
心

を
育
む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
全
育

成
活
動
や
社
会
体
験
活
動
の
場
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
特
に
、
竜
岩
自
然

の
家
で
の
事
業
で
は
、
豊
か
な
自
然

観
察
の
体
験
を
通
し
て
自
主
性
・
創

造
性
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
と
身

体
を
培
う
た
め
に
、
野
外
活
動
に
お

け
る
社
会
体
験
活
動
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

竜
岩
自
然
の
家
事
業
　
１
８
８
万

円○
農
業

水
田
構
造
改
革
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
米
の
計
画
的
生
産
を
図

り
、
転
作
作
物
の
生
産
を
奨
励
す
る

と
と
も
に
、
市
内
の
畜
産
農
家
の
健

全
な
発
展
を
図
り
な
が
ら
耕
畜
連
携

を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
考
え
で
す
。

産
地
づ
く
り
推
進
補
助
金
　
１
６

５
０
万
円
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

交
付
金
　
１
２
８
３
万
円

○
林
業

森
林
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
、
森
林

整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用

し
、
作
業
道
な
ど
の
整
備
を
図
り
ま

す
。

○
商
工
観
光
対
策

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
の
支
援
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
商
工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
に
向
け
た

融
資
制
度
の
推
進
や
、
特
産
品
の
開

発
・
販
路
の
拡
大
な
ど
に
努
め
ま

す
。

市
内
中
小
企
業
融
資
預
託
金
　
２

億
６
９
０
０
万
円

○
広
聴
活
動

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」「
市
長
と

語
る
会
」「
市
政
説
明
会
」
は
、
平

成
17
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
、

市
民
か
ら
市
政
に
対
す
る
意
見
、
提

言
を
い
た
だ
き
、
市
民
と
行
政
が
と

も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る「
協
働
」

の
機
会
を
充
実
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
情
報
公
開
制
度

現
在
、
抜
本
的
な
制
度
の
見
直
し

に
向
け
条
例
を
改
正
す
る
た
め
に
、

筑
紫
野
市
情
報
公
開
審
議
会
に
諮
問

し
、
広
く
市
民
の
意
見
も
反
映
さ
せ

な
が
ら
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
条

例
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
17

年
６
月
定
例
市
議
会
に
提
案
し
、
同

年
９
月
施
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

平
成
17
年
度
か
ら
文
書
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
収
受
、
起
案
か

ら
決
裁
、
施
行
、
保
存
、
情
報
公
開

な
ど
の
機
能
を
電
子
的
に
処
理
し
、

行
政
事
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
お
よ
び
情
報
の
共
有

化
や
公
開
を
推
進
す
る
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
を
本
格
稼
動
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。

文
書
管
理
事
務
事
業
　
９
１
９
万

円

 　　 　　　　　 11年度　　 12年度　　 13年度　    14年度　　 15年度　    16年度  　  17年度

人口と予算額の推移
６年間で人口は7,782人増え、予算総額は、約91億円増加しています。
予算総額を市民一人当たりに直すと平成17年度は52万4,117円（前年度は50万4,674円）です。

特別会計

人　口

一般会計一般会計

89,122人 90,776人 92,426人 93,171人 94,509人 95,863人� 96,904人�
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円
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億
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0
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0
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円
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0
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億
8
6
0
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万
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1
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5
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5
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円
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6
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1
8
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億
1
5
6
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万
円
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２
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８
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8
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3
0
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3
0
0
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円
万
円

3
7
5

3
7
5
億
6
1
0
0

6
1
0
0
万
円
万
円

2
9
5

2
9
5
億
7
4
0
0

7
4
0
0
万
円
万
円

3
7
5
億
6
1
0
0
万
円

2
9
5
億
7
4
0
0
万
円

2
8
2
億
3
0
0
万
円

3
7
5
億
6
1
0
0
万
円

2
9
5
億
7
4
0
0
万
円

2
6
8

2
6
8
億
7
6
0
0

7
6
0
0
万
円
万
円

２
７
５
億
２
９
６
０
万
円

２
７
５
億
２
９
６
０
万
円

2
6
8
億
7
6
0
0
万
円

2
７
５
億
２
９
６
0
万
円

1
8
9
億
3
0
5
4
万
円

2
9
4

2
9
4
億
4
9
0
0

4
9
0
0
万
円
万
円

2
9
4
億
4
9
0
0
万
円

平成17年度予算
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本
年
度
の
予
算
は
、
財
政
健
全
化

計
画
に
基
づ
き
起
債
繰
上
げ
償
還
の

公
債
費
40
億
円
を
基
金
取
り
崩
し

に
よ
り
予
算
化
し
た
こ
と
か
ら
、
前

年
度
に
比
べ
４
・
９
％
（
14
億
３

７
０
０
万
円
）
増
加
し
、
３
０
８
億

８
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
を
除
け
ば
前
年
度
比

８
・
７
％
の
減
額
予
算
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
歳
入
・
歳
出
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

歳
入
（
市
に
入
る
お
金
）

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
市
税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
都
市
計
画
税
な
ど
）

は
、
前
年
度
に
比
べ
３
・
０
％
（
３

億
２
３
３
７
万
円
）
増
え
、
１
１
０

億
３
６
５
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
の
本
市
に
お

け
る
影
響
額
と
し
て
、
８
４
５
３
万

円
の
補
助
金
削
減
額
に
対
し
、
所
得

譲
与
税
１
億
７
１
４
７
万
円
と
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
７
５
４

４
万
円
が
各
々
増
額
さ
れ
ま
す
が
、

臨
時
財
政
対
策
債
２
億
７
４
７
０
万

円
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
２
％

（
１
億
１
２
３
１
万
円
）
の
減
額
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
が
事
業
を
行
う
の
に
、

現
在
の
市
民
の
方
だ
け
で
な
く
後
の

世
代
に
も
費
用
を
負
担
し
て
も
ら
い
、

世
代
間
の
負
担
の
公
平
を
は
か
る
た

め
に
発
行
す
る
市
債
は
、
48
・
２
％

（
20
億
７
９
０
万
円
）
減
っ
て
、
21

億
５
９
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
59
・
６
％

歳
入
の
中
で
、
市
税
、
分
担
金
・

負
担
金
、
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、

市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
を

自
主
財
源
と
い
い
、
当
市
の
場
合
、

歳
入
全
体
の
59
・
６
％
、
１
８
３

億
９
７
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
市
債
な

ど
は
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
は
、
自
主

財
源
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
出
（
市
が
使
う
お
金
）

歳
出
を
予
算
費
目
別
に
見
た
場

合
、
本
年
度
最
も
多
い
の
が
民
生
費

で
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
１
・
９
％

（
１
億
６
１
５
０
万
円
）
減
っ
て
、

83
億
５
９
９
２
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
生
活
保
護
費
や
児
童
扶
養
手
当

等
の
扶
助
費
、
私
立
保
育
所
運
営
委

託
料
な
ど
の
補
助
金
に
使
わ
れ
ま
す
。

公
債
費
は
基
金
を
取
り
崩
し
繰
上
げ

償
還
に
充
て
る
な
ど
す
る
た
め
、
前

年
度
に
比
べ
42
・
４
％
（
23
億
３

５
８
４
万
円
）
増
え
、
78
億
４
４

４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

衛
生
費
は
４
・
５
％
（
１
億
２
７

８
２
万
円
）
増
え
、
29
億
８
５
６

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

宝
満
環
境
セ
ン
タ
ー
の
新
規
施
設
の

建
設
に
伴
う
清
掃
施
設
組
合
負
担
金

の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

一一い
っ

般般ぱ
ん

会会か
い

計計け
い

予予よ

算算さ
ん

３３
００
８８
億億お

く

８８
６６
００
００
万万ま

ん

円円え
ん

●歳出を予算費目別に見た場合

●歳出を予算性質別に見た場合

予算額

構成比(％)

自主財源（市が自主的に収入できる財源）
１８３億９,７６６万円　　５９.６％

依存財源（国・県などの意思により交付される財源）
１２４億８,８３４万円　　４0.4％

市税

公　債　費

民　生　費

人　件　費 扶　助　費 物  件  費 補助費等 普通建設事業費 繰出金、
投資およ
び出資金
など

公　債　費 土 木 費 教育費総務費 衛生費

（市民税・固定資産税・軽

自動車税・たばこ税・都市

計画税など）

１１０億３,６５９万円

繰入金

分担金・

負担金・

使用料・

手数料な

ど

国庫支出金
（特定の支出
に充てるため
国から支出さ
れる資金の総
称）

市債
（市が事業
を行う資金
を調達する
ために負担
する債務）

地方交付税
（国が国税の一
部を一定の基準
に基づき地方公
共団体に交付す
る税）

県支出金、地
方消費税交付
金、地方特例
交付金、地方
譲与税、自動
車取得税交付
金など

35.7 17.2 6.7 10.1 7.0 13.2 10.1

５３億

1,626万円
２０億

4,481万円

３１億

2,650万円

２１億

5,990万円

４０億

6,600万円

３１億

3,594万円

消防費　8億7,621万円 2.8％

農林水産業費・商工費・議会費など　12億7,194万円 4.1％

28億5,255万円83億5,992万円 78億4,440万円 36億1,346万円 34億8,192万円 29億8,560万円

27億7,225万円78億4,440万円 48億273万円 47億4,821万円 40億1,045万円 38億9,883万円

28億913万円

社会福祉、身体障害者、高齢
者、児童福祉、生活保護に要
する経費など

市債の元利償還金や一時借入
金の利子など

市長・助役・収入役、
教育長、議員、職員
の給与など

生活保護費、児童
扶養手当など

旅費、需用費、光
熱水費、備品購入
費など

一部事務組合負
担金や補助金な
ど

公共施設の新
設、改良など
の投資的事業

市債の元利償還金や一時
借入金の利子など

道路橋梁費、都
市計画費、住宅
建設費など

小・中学校の改築、小・
中学校の事務、社会教
育に要する経費など

戸籍、統計、徴
税、選挙に要す
る経費など

ごみ、し尿処理、
保健衛生費に要
する経費など

27.1％ 25.4％ 11.7％ 10.0％ 9.2％9.7％

9.1％

9.0％25.4％ 15.5％ 15.4％ 13.0％ 12.6％

歳
　
出

歳
　
入

平成17年度予算



特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
で
特

定
の
支
出
に
充
て
ら
れ
る
場
合
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
特
別
会
計
（
10
会
計
）

の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

５
・
１
％
（
９
億
７
２
４
９
万
円
）

増
え
て
、
１
９
９
億
３
０
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
主
に
国
民
健
康
保
険
事

業
、
老
人
保
健
事
業
、
介
護
保
険
事

業
、
土
地
取
得
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
特

別
会
計
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、
出
産

ま
た
は
死
亡
に
関
し
て
必
要
な
保
健

給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

６
・
０
％
（
３
億
７
７
１
７
万
円
）

増
え
、
66
億
６
２
３
４
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
院
な
ど

に
か
か
っ
た
際
に
支
払
わ
れ
る
療
養

給
付
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

○
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
医
療
費
給

付
事
業
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
本
年

度
は
、
５
・
５
％
（
３
億
９
５
３
４

万
円
）
増
え
て
、
76
億
１
６
９
７

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
の
給
付
事
業
や
こ
れ
ら

に
関
連
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
本
年
度
は
６
・
３
％
（
２
億
２

９
７
４
万
円
）
増
え
、
38
億
５
７

５
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
主
に
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
を

利
用
す
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め

で
す
。

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
に
お
け
る
汚
水
、
汚
泥

を
処
理
す
る
施
設
な
ど
を
整
備
し
、

農
業
用
用
排
水
の
水
質
を
保
全
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
本
年

度
は
51
・
２
％
（
３
億
１
５
３
９

万
円
）
減
っ
て
、
３
億
77
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
は
、
企
業
会
計
方
式
で

経
営
を
行
う
特
別
会
計
で
、
筑
紫
野

市
で
は
飲
料
水
な
ど
を
供
給
す
る
水

道
事
業
と
、
生
活
排
水
な
ど
の
処
理

を
行
う
下
水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。

処
理
の
方
法
と
し
て
、
す
べ
て
の
費

用
・
収
益
が
、
発
生
し
た
年
度
に
正

し
く
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
え

る
収
益
的
収
支
は
、
収
入
（
水
道
使

用
料
な
ど
に
よ
る
収
入
）
が
19
億

１
０
７
万
円
で
、
支
出
（
浄
水
購
入

費
用
な
ど
）
が
17
億
２
９
３
３
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

本
的
収
支
は
、
収
入
（
地
方
債
や
負

担
金
な
ど
）
が
３
億
１
７
４
３
万
円

で
、
支
出
（
水
道
配
水
管
の
布
設
工

事
な
ど
）
が
９
億
４
３
７
２
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
６
億
２
６
２
９
万
円

は
、
主
に
地
方
債
の
償
還
な
ど
に
積

立
て
る
減
債
積
立
金
や
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

す
。

下
水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
収
益
的
収
支
は
、

収
入
（
下
水
道
使
用
料
な
ど
に
よ
る

収
入
）
が
19
億
１
３
２
１
万
円
で
、

支
出
（
下
水
道
事
業
債
の
支
払
利
息

な
ど
）
が
18
億
６
６
９
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
本
的
収
支
は
、

収
入
（
地
方
債
、
国
・
県
補
助
金
、

受
益
者
負
担
金
な
ど
）
が
14
億
６

０
５
３
万
円
で
、
支
出
（
公
共
下
水

道
の
整
備
な
ど
）
が
17
億
１
７
７

６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
本
的
収
入
が
支
出
に
対

し
て
不
足
す
る
２
億
５
７
２
３
万
円

は
、
主
に
減
価
償
却
費
な
ど
の
よ
う

な
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い
も

の
を
費
用
に
計
上
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
留
保
さ
れ
る
資
金（
補
て
ん
財
源
）

の
う
ち
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

予
算
書
は
、
市
役
所
情
報
公
開
室
お

よ
び
市
民
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

5
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水道事業会計　　　　　　　　　　　（消費税等込）

下水道事業会計　　　　　　　　　　（消費税等込）

※収益的収支・・・経済活動に伴い発生する収益と費用
　資本的収支・・・建設改良にかかる収入と支出

会　計　名 予　算　額

支　出区　分 収　入

支　出区　分 収　入

収益的収支�

資本的収支�

合 計

18億6,690万円

17億1,776万円

35億8,466万円

19億1,321万円

14億6,053万円

33億7,374万円

66億6,234万円

76億1,697万円

3,441万円

1,290万円

38億5,759万円

3億   77万円

14億　565万円

300万円

32万円

909万円

199億　304万円

19億　107万円

　3億1,743万円

22億1,850万円

17億2,933万円

9億4,372万円

26億7,305万円

収益的収支�

資本的収支�

合 計

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 事 業 �

住宅新築資金等貸付事業�

奨 学 資 金 貸 与 事 業 �

介 護 保 険 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

土 地 取 得 事 業 �

二 日 市 財 産 区 �

御 笠 財 産 区 �

平 等 寺 山 財 産 区

合　　　計

特 別 会 計 予 算

公 営 企 業 会 計 予 算

平成17年度予算
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郵　便

メール

計

提案者数（人）

64

62

126

提案件数（件）

84

63

147

◎平成１６年度

「市長へのたより」提出者数および提案件数
「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な
が

ら
、「
市
民
参
加
の
市
政
」
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
実
施
し
て
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
ま
ち
づ
く
り

や
市
政
運
営
な
ど
に
つ
い
て
提
案
い

た
だ
き
、
出
来
る
も
の
は
活
か
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
提
案
い

た
だ
い
た
内
容
は
全
て
市
長
が
直
接

拝
見
し
、
そ
の
後
担
当
課
か
ら
電
話

や
文
書
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

●
提
案
内
容
内
訳

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
案
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の
制
度
や
政

策
に
関
す
る
こ
と
、
道
路
の
整
備
、

街
灯
の
設
置
、
公
共
施
設
の
管
理
運

営
、
ご
み
問
題
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

提
案
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か
ら

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

★
筑
紫
野
市
は
、
乳
幼
児
医
療
の
無

料
化
が
就
学
前
ま
で
と
い
う
こ
と

で
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。
う

ち
に
は
ま
だ
幼
い
子
が
い
る
の

で
、
風
邪
や
病
気
に
か
か
り
や
す

い
の
で
、
頻
繁
に
病
院
に
通
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
筑
紫
野
市

を
住
み
や
す
い
街
に
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

⬇
ご
意
見
と
し
て
受
け
ま
し
た
。

★
市
道
の
側
溝
が
破
損
し
て
い
る
。

車
の
通
行
で
石
が
飛
び
散
り
、
窓

ガ
ラ
ス
や
車
に
損
害
が
あ
れ
ば
道

路
管
理
者
の
責
任
と
な
る
。
緊
急

に
補
修
し
て
ほ
し
い
。

⬇
現
地
確
認
し
、
側
溝
の
入
れ
替

え
が
必
要
と
判
断
し
た
の
で
工

事
予
定
の
日
程
な
ど
を
本
人
に

電
話
回
答
し
た
。

（
道
路
・
公
園
サ
ー
ビ
ス
課
）

★
家
の
前
な
ど
に
犬
の
フ
ン
を
さ
せ

た
ま
ま
で
、
後
始
末
を
し
な
い
飼

い
主
が
い
ま
す
。
一
部
の
心
無
い

飼
い
主
の
仕
業
は
迷
惑
で
す
。
ち

ゃ
ん
と
後
始
末
を
し
な
い
飼
い
主

に
は
罰
金
な
ど
を
徴
収
す
る
条
例

を
制
定
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

⬇
「
筑
紫
野
市
畜
犬
管
理
条
例
」

が
あ
り
、
公
共
の
場
所
や
他
人

の
土
地
な
ど
を
不
潔
に
し
な
い

よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
て
い
る
場
合

は
、
必
要
な
措
置
を
命
じ
、
従

わ
な
い
と
き
は
５
万
円
以
下
の

罰
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

市
や
県
で
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
飼
い
方
の
広
報
、
看
板
の

設
置
な
ど
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

（
環
境
保
全
課
）

★
物
騒
な
事
件
が
相
次
ぎ
、
夜
出
歩

く
の
が
怖
い
で
す
。
事
件
が
起
こ

る
前
に
街
灯
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

⬇
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

大
き
な
道
や
生
活
道
路
、
路
地

な
ど
き
め
細
か
な
配
置
や
、
設

置
後
の
管
理
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
防
犯
灯
の
設
置
・
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
効
率
的
な
運

用
を
狙
い
と
し
て
各
行
政
区
で

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
防
犯
灯
の

設
置
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
基

★
私
は
、
市
内
小
学
校
の
６
年
生
で

す
。
五
郎
山
古
墳
で
い
ろ
ん
な
こ

と
を
勉
強
し
ま
し
た
。
古
墳
は
五

郎
山
古
墳
だ
け
で
な
く
県
や
市
に

い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
私
は
「
ふ
る
さ
と
館
ち
く

し
の
」
が
と
っ
て
も
好
き
で
す
。

そ
こ
に
は
、
本
や
パ
ソ
コ
ン
や
昔

の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で

す
。

⬇
あ
な
た
が
五
郎
山
古
墳
で
見
ら

れ
た
壁
画
も
「
ふ
る
さ
と
館
ち

く
し
の
」
に
あ
る
昔
の
物
も
私

た
ち
の
先
祖
が
生
き
て
き
た
様

子
が
分
か
る
大
事
な
物
で
す
。

私
た
ち
も
昔
の
人
た
ち
に
負
け

な
い
よ
う
に
住
み
よ
い
筑
紫
野

市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
文
化
財
課
）

★
＝
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

提
案
内
容

⬇
＝
市
役
所
か
ら
の
回
答
内
容

準
を
設
け
、
金
銭
的
な
面
で
の

地
元
負
担
を
軽
減
し
、「
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。(

筑
紫
野
市
防

犯
灯
設
置
補
助
金
交
付
規
程)

各
行
政
区
に
お
い
て
、
防
犯
灯

の
設
置
箇
所
や
管
理
に
つ
い
て

は
よ
く
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん
に
要

望
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

（
総
務
課
）
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●意見などが提出できる人

①本市に住所がある人

②本市に事務所または事業所を有する人、法人、そ

の他の団体

③本市内の事務所または事業所に勤務している人

④本市内の学校に通学している人

●素案内容の閲覧方法

▽下記の場所に素案を備え付けています。

①市役所本館総合窓口案内

②企画調整課(市役所第２別館２階)

③生涯学習センター

④カミーリヤ

⑤二日市・山口・御笠・山家・筑紫南の各コミュニ

ティセンターおよび筑紫地区公民館(筑紫出張所)

▽市のホームページ(新着トピックス)に掲載してい

ます。

●意見などの提出期間

５月26日(木)～６月27日(月)

●意見などの提出方法

各施設に備え付けている「意見提出用紙」または

ホームページに掲載している同用紙に記入し、次

のいずれかの方法により提出してください。

①各施設に備え付けている意見箱に投函

②郵送または持参

〒818‐8686（住所記入不要）

市企画調整課

③ＦＡＸ ９２９局０４８１

④電子メール　　　　

kikaku@city.chikushino.fukuoka.jp
●その他

提出された意見などについては、「総合計画審議

会」に諮るなど公開を基本としますが、住所・氏

名などは一切公開しません。

第
だい

四
よ

次
じ

筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

総
そう

合
ごう

計
けい

画
かく

策
さく

定
てい

に伴
ともな

い市
し

民
みん

の皆
みな

さんの意
い

見
けん

を募
ぼ

集
しゅう

します

市では、平成18～27年度までの10年間を計画期間とする「第四次総合計画」の策定を進めています。

このたび、本計画の要となる、序論・基本構想の素案を策定しました。この素案について、市民の皆さん

の意見・提言を募集します。

なお、皆さんからいただいた意見などについては、原案策定の参考とさせていただきます。

●問い合わせ先 企画調整課　内線２１１・２１２

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
の
封
筒
・

用
紙
は
、
料
金
受
取
人
払
い
と
し
て

お
り
、
無
料
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

設
置
場
所
は
、
市
役
所
・
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
筑
紫
地
区
公

民
館
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
市

内
14
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ

ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
に
対
す

る
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

広
報
広
聴

内
線
２
２
８

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
勉
強

で
き
る
学
習
机
、
椅
子
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

⬇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
方
々
の
い
ろ
ん
な
学
習

に
対
応
し
て
い
く
生
涯
学
習
施

設
と
し
て
、
学
習
の
場
や
学
習

情
報
の
提
供
、
学
習
グ
ル
ー
プ

の
育
成
な
ど
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し

て
い
ま
す
。
個
人
の
勉
強
に
つ

い
て
は
自
宅
で
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
個
人
の

学
習
も
広
義
の
生
涯
学
習
と
考

え
ま
す
の
で
必
要
最
小
限
の
席

数
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

◎市公式ホームページのトップページ
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Ｑ
１

『
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
』

(

Ｊ
Ｅ
Ｃ)

っ
て
な
に
？

Ａ

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
小
中

学
生
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
環

境
活
動
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
毎
年
た
く

さ
ん
の
小
中
学
生
が
参
加
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
２

ク
ラ
ブ
会
員
に
な
る
と
？

Ａ

①
活
動
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が
い

っ
ぱ
い
の
『
会
員
手
帳
』
と
会
員
だ

け
が
持
っ
て
い
る
『
メ
ン
バ
ー
ズ
バ

ッ
ジ
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
②

会
員
全
員
に
年
５
回
、
み
ん
な
の
活

動
や
環
境
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な

情
報
が
の
っ
て
い
る
『
Ｊ
Ｅ
Ｃ
ニ
ュ

ー
ス
』
が
送
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
３

ク
ラ
ブ
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
？

Ａ

活
動
は
『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く

し
ょ
ん
』『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
ー

に
ん
ぐ
』
の
２
つ
で
す
。
ど
ち
ら
か

１
つ
を
や
っ
て
も
、
両
方
や
っ
て
も

も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
。

『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん
』

は
、
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
行
う
活

動
で
、
生
き
も
の
調
査
や
市
の
エ
コ

チ
ェ
ッ
ク
、
空
き
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
な
ど
、
環
境
に
関
す
る
こ
と
な

ら
、
何
で
も
『
あ
く
し
ょ
ん
』
に
な

り
ま
す
。

『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
ー
に
ん
ぐ
』

は
、
全
国
事
務
局
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｃ
ニ
ュ

ー
ス
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
地
球
や
環
境

の
こ
と
を
楽
し
く
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

ほ
か
に
も
『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
こ
み

ゅ
に
け
ー
し
ょ
ん
』
が
あ
り
ま
す
。

『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
こ
み
ゅ
に
け
ー
し
ょ

ん
』
は
手
紙
を
書
い
た
り
、
訪
問
し

あ
っ
た
り
し
て
、
互
い
の
活
動
を
知

り
、
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

Ｑ
４

活
動
の
期
間
は
？

Ａ

活
動
の
期
間
は
、
毎
年
４
月
か

ら
１
年
間
で
す
が
、
い
つ
か
ら
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
翌
年
も
続
け
て
参
加

で
き
ま
す
。

Ｑ
５

１
年
間
が
ん
ば
っ
た
君
に
は
？

Ａ

『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん
』

や『
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
と
れ
ー
に
ん
ぐ
』

を
１
年
間
が
ん
ば
っ
た
会
員
に
は
、

『
ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
認
定
証
』
を

送
り
ま
す
。

Ｑ
６

会
員
に
な
る
の
に
費
用
は
い

る
の
？

Ａ

無
料
で
す
。
登
録
し
た
会
員
に

は
、
メ
ン
バ
ー
ズ
バ
ッ
ジ
、
会
員
手

帳
の
他
、
隔
月
で
発
行
し
て
い
る
Ｊ

Ｅ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
も
無
料
で
配
ら
れ
ま

す
。

Ｑ
７
　
会
員
の
登
録
は
ど
こ
で
す
る

の
？

Ａ

市
の
環
境
保
全
課
が
登
録
の
窓

口
で
す
。(
事
務
局
と
連
絡
を
と
っ

て
も
ら
う
代
表
サ
ポ
ー
タ
ー「
大
人
」

を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す)

登
録
用
紙
に
必
要
な
こ
と
を
記
入

し
て
、窓
口
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
講
対
象

環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

人
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
受
講
で

き
ま
す(

昨
年
受
講
し
た
人
も
引

き
続
き
受
講
で
き
ま
す)

。
受
講

後
に
「
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
」
に

登
録
す
る
か
ど
う
か
は
自
由
で

す
。

●
受
講
費

無
料

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階

学
習
室
１
　

●
申
し
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
課
　
内
線
３
４
２

◎
後
期
の
日
程

第
４
回：

７
月
９
日(

土)

第
５
回：

７
月
23
日(

土)

※
後
期
日
程
の
詳
し
い
内
容
は
、

「
広
報
ち
く
し
の
・
６
月
15
日
号
」

に
掲
載
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
課
　
内
線
３
４
２

持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
将
来
に
わ
た
り
環
境
を
大
切
に

す
る
意
識
を
持
ち
、
環
境
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
方
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
環
境
省
で
は
、
平
成

７
年
度
か
ら『
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
』

事
業
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
地

域
の
中
で
の
主
体
的
な
環
境
の
学
習

や
実
践
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
会
員
登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
課
　
内
線
３
４
１

環環か
ん

境境
き
ょ
う

学学が
く

習習
し
ゅ
う

リリ
ーー
ダダ
ーー
養養よ

う

成成せ
い

講講こ
う

座座ざ((

前前ぜ
ん

期期き))

受受じ
ゅ

講講こ
う

生生せ
い

募募ぼ

集集
し
ゅ
う

!!!!

環
境
問
題
の
学
習
会
で
す
。
気
軽

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　程

②６月11日(土)

③６月25日(土)

①５月28日(土)
「植物からみた環境・
　植物と癒しの関係」

「食べること＝
　　　　環境保全？」

「京都議定書発効!!
その仕組みと日本の役割」

国際ナチュラルカラーリスト協会・環境省環境カウンセラー
榊原美樹さん

未定

NPO法人　環境創造舎
佐藤剛史さん

テーマ 講　　師

【前期の日程と内容】 ※時間はすべて10時～12時です。
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身体障害者(児)巡回相談とは、身体障害者手帳の

申請、補装具(義肢・装具など)の交付・修理などの

相談や診断を行うものです。

●日時 ６月８日(水)、10時～15時

（耳鼻科検診は13時～15時）

●場所 太宰府市いきいき情報センター　２階

多目的ホール(太宰府市五条３－１－１／

1９２８局５０００)

●内容

①補装具の交付・修理に関すること

②身体障害者手帳の交付に関すること(会場の設備、

時間などに制約があり、会場では診断書の作成が

できない場合があります）

●当日持参するもの

身体障害者手帳、印鑑、前回交付された補装具

(所持している人のみ)

●問い合わせ先 生活福祉課高齢障害担当

内線３１１・３１２

ホームヘルパー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

(２級
きゅう

課
か

程
てい

)

受受
じゅ

講講
こう

者者
しゃ

募募
ぼ

集集
しゅう

●日程 講義：７月２日～11月５日の毎週土曜日

実習：11月14日～１月20日の間で月～金曜

日の４日間を予定しています

●場所 ピーポート甘木、筑前町女性センターなど

●受講料 約３万円(健康診断費用約１万円を含む）

●主催 福岡県市町村振興協会

●申し込み締め切り ５月31日(火)

●申し込み・問い合わせ先

生活福祉課高齢障害担当

内線３１１～３１４

改正後の要件は次のとおりです。

●対象者 市内在住の紙おむつを常時必要とする在宅

の高齢者で次の①または②に該当する人

①介護保険の認定を受けている65歳以上の人

②65歳未満の場合は、介護保険の認定を受けている初

老期の認知症とされる人で、市民税非課税の人

●給付上限額 対象者の世帯の課税状況に応じて６０

００円または３０００円(現物給付)です。介護保険

の認定状況や課税状況に変更があった場合には、給

付上限額の見直しがあります。

●給付の決定 申請者の現況(身体状況、世帯状況な

ど)の聞き取り、介護保険の認定状況、申請者およ

びその世帯の市民税の課税状況の調査により決定し

ます。

●給付できない場合

▽市民税が課税されたり、介護保険の要介護認定で非

該当とされた場合

▽施設に入所したり、病院に入院した場合

●問い合わせ先

生活福祉課 高齢障害担当　内線３１３・３１４　

４４月月
がつ

かからら紙紙
かみ

おおむむつつ給給
きゅう

付付
ふ

ササーービビスス事事
じ

業業
ぎょう

のの

給給
きゅう

付付
ふ

要要
よう

件件
けん

がが改改
かい

正正
せい

さされれままししたた

浄化槽は、微生物の働きを利用して汚水を処理し、

きれいになった水を側溝などから河川に流すものです。

しかし、「保守点検」や「清掃」を怠ると生活排水やし

尿が未処理のままで流れ出て、悪臭の発生や河川を汚

濁してしまうことになります。「保守点検」や「清掃」

は、専門業者と契約し、適切に行ってください。

※「保守点検」や「清掃」は法律で義務づけられてい

ます。必ず守りましょう。

●保守点検業者に関する問い合わせ先

県筑紫保健福祉環境事務所環境課

1５１３局５５８６

市環境保全課

1９２３局１１１１(内線３４２)

●清掃業者(１社)

筑紫野市浄化槽センタ－ 1９２３局４４９０

★戦傷病者の補装具に関する相談は、５月25日

(水)の10時～14時30分に福岡県障害者更生相

談所(春日市原町３－１－７)で行われます。

詳細は生活福祉地域福祉担当(内線３２８・

３２９)まで問い合わせください。
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◆
介
護
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定

介
護
保
険
施
設(

介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設)

に
入
所
ま
た
は

入
院
す
る
場
合
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費

の
１
割
相
当
の
負
担
と
は
別
に
食
事

代
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
も
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
が
、
負
担
を
軽
減
す

◆
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給

１
割
の
利
用
者
負
担
が
高
額
に
な

っ
た
場
合
、
同
じ
月
に
利
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
の
１
割
の
利
用
者
負
担
の
合

計
額(

同
じ
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が

い
る
場
合
に
は
、
世
帯
合
計
額)

が

左
表
の
額
を
超
え
た
と
き
は
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
分
が
「
高
額
介
護
サ

食食し
ょ
く

事事じ

代代だ
い

のの
標標ひ

よ
う

準準じ
ゅ
ん

負負ふ

担担た
ん

額額げ
ん

減減が
く

額額が
く

認認に
ん

定定て
い

とと
高高こ

う

額額が
く

介介か
い

護護ご

ササ
ーー
ビビ
スス
費費ひ

のの
支支し

給給き
ゅ
う

減額後の食事代標準負担額
（1日当たり）

区　　　分

・生活保護を受けている人

・世帯全員が市民税非課税であり、

　老齢福祉年金を受けている人

・世帯全員が市民税非課税の人

・その他の人

３００円

５００円

７８０円

区　　　分 上限額(世帯合計)

一般世帯

世帯全員が市民税非課税

生活保護の受給者

市民税世帯非課税で老齢福祉年金の受給者

３７,２００円

２４,６００円

１５,０００円

※
有
効
期
限
は
、
平
成
17
年
10
月

よ
り
、
施
設
給
付
な
ど
の
居
住

費
・
食
費
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
平
成

17
年
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼問い合わせ先▼

◎介護保険課　内線３３２～３３４

◎介護保険についてのご意見・質問は

メールでも受け付けています。

kaigo@city.chikushino.fukuoka.jp

市では、84人の民生委員・児童委員と児童福祉に関する事項を専門的に指導・助言する３人の主任児童

委員が、地域福祉向上のために活躍しています。

民生委員・児童委員および主任児童委員は、取り扱う相談などについて秘密を守ることが義務づけられ

ていますので、福祉に関してお困りのことがあったら、気軽にご相談ください。

～あなたの相
そう

談
だん

相
あい

手
て

～ 民
みん

生
せい

委
い

員
いん

・児
じ

童
どう

委
い

員
いん

はいつもそばにいます
民生委員は、民生委員法により厚生労働大臣から委嘱を受けた民間の奉仕者で、児童福祉法により児童委

員を兼ね、担当する地域において下記のような役割を担っています。

◎福祉に関する要望や問題点の把握

◎福祉に関する悩みごとや心配ごとの相談に対する助言

◎福祉サービス情報の提供、周知

◎市役所、児童相談所など関係行政機関へのパイプ役

◎福祉施策に対する、地域住民の立場での意見提出

およびその充実

●問い合わせ先 生活福祉課 地域福祉担当　内線３２８

る
た
め
標
準
負
担
額

の
減
額
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法

所
定
の
申
請
書
に

記
入
し
て
介
護
保
険

課
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。(

平
成
17

年
３
月
31
日
現
在
減

額
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す)

●
開
始
時
期

申
請
し
た
月
の
初

日
か
ら
か
、
生
活
保

護
の
開
始
月
や
廃
止

月
の
初
日
か
ら
減
額

対
象
に
な
り
ま
す
。

※
利
用
の
際
は
、
必

ず
施
設
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
で
の
食
事
代
の
標

準
負
担
額
は
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

の
対
象
と
は
な
り
な
せ

ん
。
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■
母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金

母
子
家
庭
の
母
が
就
職
に
つ
な
げ

る
能
力
開
発
の
た
め
に
受
講
し
た
教

育
訓
練
講
座
の
受
講
料
に
対
し
て
助

成
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
全
要
件
を
満
た
す
20
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家

庭
の
母

▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象

所
得
水
準
で
あ
る
こ
と

▽
当
該
教
育
訓
練
受
講
が
適
職
に
就

く
為
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と

▽
雇
用
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
教
育

訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が
無
い

こ
と

▽
給
付
金
の
支
給
を
今
ま
で
に
受
け

た
こ
と
が
無
い
こ
と

●
対
象
講
座

雇
用
保
険
教
育
訓
練

給
付
金
制
度
の
指
定
講
座
な
ど

●
給
付
額

受
講
料
の
４
割(

上
限

20
万
円
。
た
だ
し
、
８
千
円
未

満
の
場
合
は
給
付
で
き
ま
せ
ん)

■
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

促
進
給
付
金

母
子
家
庭
の
母
が
就
職
に
有
利
な

資
格
を
取
得
す
る
為
養
成
機
関
に
お

い
て
修
業
し
て
い
る
場
合
、
一
定
期

間
に
つ
き
経
済
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
全
要
件
を
満
た
す
20
歳
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家

庭
の
母

▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象

所
得
水
準
で
あ
る
こ
と

▽
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上
修

業
予
定
で
あ
る
こ
と

▽
修
業
期
間
の
３
分
の
２
を
終
え
て

お
り
、
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ

る
こ
と

▽
修
業
ま
た
は
育
児
と
就
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
こ
と

▽
技
能
訓
練
給
付
金
の
支
給
を
今
ま

で
に
受
け
た
こ
と
が
無
い
こ
と

●
対
象
資
格

看
護
師
・
准
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士

●
給
付
額
お
よ
び
給
付
期
間

▽
月
額
10
万
３
０
０
０
円

▽
修
業
期
間
の
最
後
の
１
／
３(

最

大
12
カ
月)

の
期
間

■
母
子
家
庭
常
用
雇
用
転
換

奨
励
給
付
金

母
子
家
庭
の
母
を
期
間
の
定
め
の

あ
る
雇
用
か
ら
常
用
雇
用
（
無
期
雇

用
）
へ
転
換
し
た
事
業
主
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
を
期
間

を
定
め
て
雇
用
し
た
後
、
６
カ
月

以
内
に
常
用
雇
用
へ
転
換
し
た
、

次
の
全
要
件
を
満
た
す
事
業
主

▽
雇
用
し
た
母
子
家
庭
の
母
が
市
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
雇
用
し
た
母
子
家
庭
の
母
の
所
得

が
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
水
準

で
あ
る
こ
と

▽
事
業
主
が
、
雇
用
保
険
の
適
用
事

業
主
で
あ
る
こ
と

▽
公
共
の
職
業
安
定
所
等
の
紹
介
に

よ
り
雇
い
入
れ
て
い
る
こ
と

▽
常
用
雇
用
へ
転
換
後
、
６
カ
月
以

上
雇
用
継
続
し
て
い
る
こ
と

▽
過
去
６
カ
月
間
に
事
業
主
の
都
合

に
よ
り
常
用
雇
用
労
働
者
を
解
雇

し
て
い
な
い
こ
と

▽
過
去
３
年
間
に
雇
用
し
た
者
を
再

び
雇
用
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
給
付
額

雇
用
す
る
母
子
家
庭
の

母
１
人
に
つ
き
30
万
円

こ
の
事
業
は
「
母
子
家
庭
自
立
支

援
教
育
訓
練
給
付
金
」「
母
子
家
庭

高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
」「
母

子
家
庭
常
用
雇
用
転
換
奨
励
給
付
金
」

の
３
つ
の
給
付
金
か
ら
な
る
も
の
で
、

母
子
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と

向
上
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
児
童
家
庭

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
家
庭
課
　
内
線
３
１
８

〜
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
〜

あ
な
た
の
身
近
に
い
る
人
権
擁
護
委
員
が
、
い
じ
め
や
差
別
、

家
庭
内
・
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

★
日
時

６
月
１
日(

水)

、
10
時
〜
15
時
　
　
　

★
場
所

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

二
日
市
中
央
５
‐
５
‐
13)

◎
な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

1
９
２
２
局
２
８
８
１

▽
市
人
権
・
同
和
政
策
課

1
９
２
３
局
１
１
１
１

内
線
４
２
９

氏　名 住　所 電話番号

菊池悦子

白水慶子

行武輝征

宮原靖紘

森田陽子

原

牛　島

石　崎

塔原南

湯　町

925局1231

922局7749

924局5674

923局0396

924局3944

きく ち  えつ  こ

しらみず よし  こ  

もり  た  よう  こ

みや はら やす ひろ 

ゆく たけ てる ゆき

お互いに人権を守って、明るい社会を作る

ことが、私たち人権擁護委員の願いです！

人権イメージキャラクター

「 人KENまもる君 」

相談活動の他にも、啓発活動
として人権の花運動や人権作文集などに

取り組んでいます。



２人それぞれが
ウォーキングポイントを

貯めて
※記念品の抽選会は12月3日(土)です。

１００組２００人
１組１０００円　※７月９日の発会式時に徴収します。
５月３０日(月)～６月１０日(金)の内、月～金曜の９時～１７時
官製ハガキに下記の必要事項を記入して申し込みください。
また、カミーリヤ内の健康推進課およびトレーニング健康測定室でも申し込み受け付けします。
必要事項：チーム名、代表者名、チーム員(２人分の氏名、住所、電話、年齢)、サポーター応募者
　　　　　氏名(応募するときのみ)

教室参加者で高校生以上
３０人
なかなかよか健康チャレンジ事業
と一緒にご応募ください。

市では市民の健康づくりを支援していただくサ
ポーターを募集します。皆さんのたくさんの応
募をお待ちしています。

記念品をもらおう!

問い合わせ先：筑紫野市　健康推進課　1９２０局８６１１

筑紫野市民で小学生以上、２人１組で参加
※２人組以外は不可、小学生／中学生は２０歳以上と参加

CHIKUSHINO CITY 2005.5.15
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親子のコミュニケーションに！
子どもはのびのび！

親はすっきりダイエット！

●日時 ６月８・15・22・29日

（すべて水曜日で全４回の講座です）

●時間 10時～11時30分

●会場 生涯学習センター ２階 軽運動室

●対象 ３～４歳の子どもとその保護者

●定員 先着15組

●参加費 ４００円(全４回分)

※１歳以上の託児あります。(先着６人)

詳しくは問い合わせください。

●申し込み期間

５月24日(火)～５月30日(月)の９時～22時

※火曜日のみ17時まで

●申し込み・問い合わせ先

農業者トレーニングセンター

1９２３局６２９０

生生
しょう

涯涯
がい

ススポポーーツツセセミミナナーー

参参
さん

加加
か

者者
しゃ

募募
ぼ

集集
しゅう

スポーツを安全に楽しむ方法と、やむなくして生じたス

ポーツ障害について、その予防と処置の仕方、コンディショ

ニングの方法などをお教えします。

スポーツをする人たちにはいろいろお役に立ちます!!

●日時 ６月11日(土)、９時30分(９時受付開始)

●会場 農業者トレーニングセンター(市内諸田１７２番地)

●内容 スポーツを行う中で起こりうるケガの対処方法や

心肺蘇生法など

※内容の一部が変更になる場合があります。

●持参品 フロア―シューズ、動ける服装、タオルなど

●参加費 無料

●申し込み方法 電話またはＦＡＸで住所・氏名・電話番

号をお知らせください。(当日申し込み可)

●主催 市生涯スポーツセミナー実行委員会

●問い合わせ先

勤労青少年ホーム内

スポーツ振興課

1９２５局４８０１

ＦＡＸ９２２局７５９３

●日時・内容

①６月７日(火)

『糖尿病にならないための生活習慣』

・第１部(10時～13時)

保健師・栄養士による「食生活編」

・第２部(13時～14時)

歯科衛生士による「お口の健康づくり編」

②6月21日(火)、10時～13時

『血管をきれいにするための生活習慣』

講師：保健師・栄養士

●場所 カミーリヤ　２階　調理実習室

●定員 30人

●材料費 ①・②とも３００円

ヘルシークッキング教
きょう

室
しつ

(健
けん

康
こう

料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

)・参
さん

加
か

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

！
市と食生活改善推進会で地域の健康づくりのためにヘルシークッキング教室を開催します。多くの方

の参加をお待ちしています！

●持参品(調理実習があります)

エプロン、三角巾、ふきん、筆記用具

●申し込み方法

５月16日(月)の９時～５

月31日(火)の17時の期

間に電話で申し込んでく

ださい。

※定員になり次第締め切り

ます。

●申し込み・問い合わせ先

健康推進課　

1９２０局８６１１　　　



CHIKUSHINO CITY 2005.5.15

14

■
個
人
の
場
合

●
対
象
者

市
民
ま
た
は
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
、
研

修
成
果
を
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
人

●
対
象
研
修

①
８
月
26
日(

金)

〜
28
日(

日)

男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
女
性

学
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム(

主
催：

独
立
行
政
法
人
国
立

女
性
教
育
会
館)

・
対
象
人
数
は
３
人

・
申
請
締
め
切
り
は
７
月
25
日(

月)

②
10
月
７
日(

金)

〜
８
日(

土)

日
本
女
性
会
議
２
０
０
５
ふ
く
い

(

主
催：

福
井
市
ほ
か)

・
対
象
人
数
は
２
人

・
申
請
締
め
切
り
は
７
月
25
日(

月)

●
補
助
金
額

交
通
費
、
宿
泊
料
、

参
加
費
負
担
金
で
、
１
人
当
た
り

５
万
円
を
限
度
。

※
対
象
研
修
の
参
加
手
続
き
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
自
で
行
い
、
参

加
確
定
後
に
補
助
金
申
請
書
を

市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
団
体
の
場
合

●
対
象
団
体

５
人
以
上
で
構
成
し

た
団
体
で
、
そ
の
所
在
地
が
市
内

に
あ
り
、
か
つ
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
活
動
を
し
て
い
る
も
の

で
、
研
修
の
成
果
を
男
女
共
同
参

画
社
会
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
の

で
き
る
団
体

●
対
象
研
修

①
男
女
共
同
参
画
に
関
し
、
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
方
自
治

体
、
団
体
お
よ
び
関
係
施
設
な
ど

に
対
す
る
視
察
研
修
で
、
市
長
が

認
め
る
も
の

②
そ
の
他
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

研
修
で
、
市
長
が
認
め
る
も
の

●
補
助
金
交
付
申
請
期
間
お
よ
び
募

集
団
体
数

①
第
１
次
申
請
期
間

６
月
１
日
〜
７
月
31
日：
１
団
体

②
第
２
次
申
請
期
間

９
月
１
日
〜
10
月
31
日：

１
団
体

●
補
助
金
額

交
通
費
、
バ
ス
借
上

料
、
有
料
道
路
通
行
料
、
宿
泊
費
、

参
加
負
担
金
で
、
１
団
体
に
つ
き

10
万
円
を
限
度
。

男男だ
ん

女女じ
ょ

共共
き
ょ
う

同同ど
う

参参さ
ん

画画か
く

研研け
ん

修修
し
ゅ
う

参参さ
ん

加加か

補補ほ

助助じ
ょ

金金き
ん

にに
つつ
いい
てて

市
民
や
団
体
が
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
研
修
に
参
加
す
る
場
合
、
経

費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
金
交
付
申
請
手
続
き

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。(

関
係
資
料
・
申
請
用

紙
な
ど
を
配
布
し
ま
す)

1

９
１
８
局
１
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
３
局
０
４
１
６

＝
男
と
女
の
共
生
セ
ミ
ナ
ー
＝

政政せ
い

策策さ
く

決決け
っ

定定て
い

参参さ
ん

画画か
く

セセ
ミミ
ナナ
ーー

〜
わ
た
し
が
変
わ
る
！
　
ま
ち
が
変
わ
る
！
〜

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
活
気
に
満

ち
た
『
ま
ち
』
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
積
極
的

な
参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
審
議
会
委
員
な
ど
政

策
決
定
参
画
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
シ
ス

テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

「
わ
た
し
が
参
画
し
て
、
こ
の
ま

ち
を
変
え
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
、

身
近
な
市
政
に
ア
タ
ッ
ク
す
る
た
め

の
必
要
な
資
質
を
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

で
学
び
ま
し
ょ
う
！

●
対
象

こ
の
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
男
女

●
申
し
込
み
方
法

５
月
16
日(

月)

、
９
時
よ
り
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
託
児(

６
カ
月
〜
就
学
前)

子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
・
住
所
を

５
月
31
日(

火)

ま
で
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

●
そ
の
他

全
回
、
受
講
者
に
は
修
了
証
を
お

渡
し
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

男
女
共
同
参
画
推
進
課

1

９
１
８
局
１
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
３
局
０
４
１
６

開催日時 研修テーマ 講　　師 定員

●
場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
３
階
学
習
室
６

①６月９日(木)
　10時～12時

②６月16日(木)
　10時～12時

③６月23日(木)
　10時～12時

④６月30日(木)
　10時～12時

⑤７月７日(木)
　９時半～12時

《公開講座》
市民力をつける！

～新しい時代を読む～

三位一体改革ってなに？
～どうなる！地方行政・財政～

データを読む力をつける！
～筑紫野市まちづくり  　　　
　アンケート調査結果を読む～

元気なまちづくりのヒント
～実践編１～

《ワークショップ》
筑紫野市のまちづくりを考える

～実践編２～
市商工観光課

・ＮＰＯ法人筥崎
　まちづくり放談会
・ＮＰＯ笑顔

倉富史枝さん
(久留米大学講師)

菅隆明さん
(元西日本工業大学教授)

中西 一さん
(佐賀大学経済学部助教授)

60人

40人

40人

40人

40人
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今
年
度
、
家
屋
の
実
態
を
正
確
に

把
握
し
、
固
定
資
産
税
を
適
正
・
公

正
に
課
税
す
る
た
め
に
家
屋
現
況
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
市
が
委
託
し
た
専
門

調
査
員
が
行
い
、
家
屋
の
資
料
を
も

と
に
外
観
か
ら
行
い
ま
す
。

調
査
の
際
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
や
家
屋
の
計

測
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
在
宅
の
場

合
に
は
家
屋(

所
有
者
氏
名
・
地
番
・

建
築
年
な
ど)

に
つ
い
て
お
尋
ね
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
の
結
果
で
家
屋
内
の

調
査
が
必
要
な
場
合
は
、
後
日
連
絡

し
て
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調
査
員
は
、
家
屋
調
査
員
証
を
携

帯
し
、
腕
章
を
付
け
て
い
ま
す
。

●
調
査
期
間

平
成
17
年
５
月
〜
12
月

※
調
査
日
程
の
都
合
に
よ
り
、
不
在

の
場
合
で
も
敷
地
内
へ
の
立
ち
入

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課

資
産
税
家
屋
担
当

内
線
２
７
２
・
２
７
３

家家か

屋屋お
く

現現げ
ん

況況
き
ょ
う

調調
ち
ょ
う

査査さ

にに
ごご
協協き

ょ
う

力力り
ょ
く

くく
だだ
ささ
いい

第１号　家屋調査員証

昭和　年　月　日生

筑紫 太郎

家屋調査員であることを証明する。

平成　年　月　日発行

筑紫野市長　平原　四郎　

写　真

印

◎
専
門
調
査
員
が
付
け
て
い
る

家
屋
調
査
員
証(

見
本)◎専門調査員が付けている腕章

国国
こく

民民
みん

健健
けん

康康
こう

保保
ほ

険険
けん

税税
ぜい

のの納納
のう

付付
ふ

はは口口
こう

座座
ざ

振振
ふり

替替
かえ

で！で！

６月末より平成17年度国民健康保険税の納付が始

まります。

納付を口座振替にすれば、納付期日に合わせて金融

機関から自動的に納付されますので、忙しいときでも

納め忘れなどがなくなります。また、一度手続きをす

ると翌年度からも自動的に継続しますから簡単、便利

です。

●口座振替の申し込み方法

各取扱い金融機関に「筑紫野市口座振替依頼書」と

預金通帳、通帳印、国民健康保険証を持参して申し込

んでください。また、申し込みは金融機関の事務処理

の都合上、希望する振替開始時期の1カ月前までにお

願いします。(希望の納期に間に合わない場合は次の

納期からの引き落としになることもありますのでご了

承ください)

●取扱い金融機関

福岡銀行、西日本シティ銀行、筑紫農業協同組合、

筑邦銀行、福岡中央銀行、佐賀銀行、九州労働金庫、

とびうめ信用組合、筑後信用金庫、郵便局

●問い合わせ先

国保年金課国保担当(１階６番窓口)

内線２８３～２８５

国国
こく

民民
みん

健健
けん

康康
こう

保保
ほ

険険
けん

にに加加
か

入入
にゅう

ししてていいるる人人
ひと

へへ
～所得の申告はお済みですか～

国民健康保険に加入している人(擬制世帯主を含む)

は、所得の有無にかかわらず、全員申告をしていただく

必要があります。

これは、申告された平成16年中の所得をもとに、平

成17年度の国民健康保険税を正しく計算するためです。

所得の申告がないと正しい計算ができず、国民健康保険

税の軽減の適用が受けられる場合でも、軽減を受けるこ

とができません。また、未申告世帯の高額療養費の自己

負担限度額は、上位所得者として計算されます。

国民健康保険税の計算を正しく行うために、所得の申

告をお願いします。

●申告をしなくてよい人

・税務署に確定申告をした人

・市民税・県民税の申告をした人

・給与、年金所得者(遺族年金・障害年金を除く)のうち、

勤務先などが給与支払報告書を市に提出している人　　

※ただし、前年中に給与、年金所得以外の所得(地代、

家賃、配当など)があった人は申告してください。

※前年中に所得がなかった人も、申告をしてください。

※遺族年金・障害年金を受給している人は市役所で申告

してください。

●問い合わせ先 国保年金課国保担当（１階６番窓口）

内線２８３～２８５
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お誕生日の思い出に……３歳まで

★５月生まれ★
白
しら

水
みず

良
よし

樹
き

ちゃん　１歳
（５月２日生まれ）二日市北

上
うえ

野
の

幹
みき

斗
と

ちゃん　１歳
（５月12日生まれ）光が丘

川
かわ

原
はら

都
みや

愛
び

ちゃん　１歳
（５月22日生まれ）原

船
ふな

越
こし

義
よし

充
みつ

ちゃん　１歳
（５月26日生まれ）石崎

樹
たつ

昂
こう

矢
や

ちゃん　１歳
（５月５日生まれ）筑紫駅前通

生
いく

末
すえ

蒼
あお

詩
し

ちゃん　２歳
（５月19日生まれ）むさしケ丘

伊
い

藤
とう

岬
みさき

ちゃん　２歳
（５月９日生まれ）塔原東

木
きの

下
した

こころちゃん　１歳
（５月１日生まれ）下見

吉
よし

田
だ

こまちちゃん　３歳
（５月１日生まれ）天拝坂

安
やす

本
もと

潤
じゅん

ちゃん　２歳
（５月７日生まれ）山家

増
ます

本
もと

匠
しょう

悟
ご

ちゃん　２歳
（５月18日生まれ）二日市北

◎このコーナーのお申し込みは…
★誕生月の６カ月前から受け付けま
す。

★電話で申し込み順に定員22人まで受
け付けます。（先着順）

12月生まれのお子さんの受け付けは
６月１日(水)、８時30分からです。
なお、11月生まれの受け付けは終了

地
域
文
庫
養
成
講
座

「
知し

っ
て
お
き
た
い
！
　

赤あ
か

ち
ゃ
ん
か
ら
の
、
子こ

ど
も
の
発は

っ

達た
つ

」

地
域
や
図
書
館
で
、
文
庫
活
動
や
子
ど
も
の
読

書
推
進
に
か
か
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
子
ど
も
の

発
達
と
大
人
の
役
割
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
道
の
専
門
家
が
、
わ
か
り

や
す
く
的
確
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
４
回
続
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み
た
い
人
も
ど
う
ぞ
。

●
日
時

①
６
月
１
日(

水)

赤
ち
ゃ
ん
は
こ
ん
な
ふ
う
に
発
達

す
る

②
６
月
８
日(

水)

言
葉
の
獲
得
に
つ
い
て

③
６
月
15
日(

水)

社
会
性
の
発
達

④
６
月
16
日(

木)

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
と
わ

ら
べ
う
た

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時

●
講
師

①
〜
③
酒
井
均
さ
ん(

筑
紫
女
学
園
大
学
教
授
／
専
門

は
発
達
心
理
学
＆
障
害
児)

④
前
園
敦
子
さ
ん(

エ
ル
マ
ー
書
店
代
表
。
春
日
市
文

庫
連
絡
会
会
長)

・
原
敬
子
さ
ん(

筑
紫
野
市
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
お
話
の
会「
金
の
す
ず
」

な
ど
で
活
躍
中)

●
場
所

市
民
図
書
館
　
集
会
室

●
定
員

40
人(

先
着
順)

●
申
し
込
み
方
法

５
月
17
日(

火)

10
時
か
ら
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
図
書
館
　
1
９
２
８
局
４
３
４
３

お
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
家
族
み
ん
な
の

愛
を
た
く
さ
ん
も
ら

っ
て
、
明
る
く
元
気

に
育
っ
て
ね

１
さ
い
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
す

く
す
く
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
ね
♥

よ
し
み
つ
の
笑
顔
は

最
高
！
み
ん
な
を
幸

せ
に
し
て
く
れ
ま
す
。

す
く
す
く
大
き
く
な

っ
て
ね
♥

い
つ
も
笑
顔
の
ス
テ

キ
な
都
愛
ち
ゃ
ん
１

歳
の
誕
生
日
お
め
で

と
う
♥
こ
れ
か
ら
も

皆
を
和
ま
せ
て
ね
★

チ
ビ
デ
ビ
ル
昂
矢
く

ん
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♥
い
っ
ぱ
い
笑

っ
て
大
き
く
な
ぁ

れ
！

じ
ぃ
じ
大
好
き
あ
お

く
ん
♥
パ
パ
と
マ
マ

の
願
い
は
１
つ
！
元

気
で
す
く
す
く
育
っ

て
い
っ
て
ね
♪

温
泉
が
大
好
き
な
岬
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
に

大
き
く
育
っ
て
ね
！

こ
こ
ち
ゃ
ん
お
誕
生

日
お
め
で
と
う
♥
こ

ん
な
に
大
き
く
な
る

と
は
思
っ
て
も
な
か

っ
た
よ
！
パ
パ
マ
マ

３
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
！
い
つ
も

元
気
で
明
る
い
こ
ま

ち
が
み
ん
な
大
好
き

で
す
♥

ま
い
に
ち
す
て
き
な

え
が
お
で
元
気
を
く

れ
る
パ
パ
と
マ
マ
の

天
使
♥
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
！

元
気
い
っ
ぱ
い
の
匠

悟
！
わ
が
家
を
も
っ

と
明
る
く
に
ぎ
や
か

に
し
て
ね
！
父
母
は

匠
悟
が
大
好
き
だ
ー
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●
申
し
込
み
受
付
期
間

６
月
１
日
〜

９
日
　
●
募
集
案
内
配
布
場
所

市
役

所
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
、
福
岡
県
庁
、
福

岡
市
情
報
プ
ラ
ザ
　
※
申
し
込
み
方

法
、
対
象
団
地
な
ど
の
詳
細
は
募
集
案

内
に
記
載
し
て
い
ま
す
　
●
問
い
合
わ

せ
先

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管

理
部
1
７
１
３
局
１
６
８
３

〜
社
資
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
赤
十
字
の

一
員
と
し
て
世
界
１
８
１
カ
国
の
赤
十

字
社
と
と
も
に
世
界
の
平
和
と
幸
せ
を

願
っ
て
、
医
療
・
福
祉
・
災
害
援
護
な

ど
国
の
内
外
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
赤
十
字
の
事
業
資
金
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
納
入
さ
れ
る
社
資(

寄
付

金
を
含
む)

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

近
く
、
各
区
長
・
隣
組
長
さ
ん
な
ど

を
通
じ
て
、
社
員
・
社
資
募
集
の
お
願

い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
生
活
福
祉
課
地

域
福
祉
担
当
　
内
線
３
２
８

店
鋪
や
病
院
な
ど
一
定
規
模
以
上
の

人
員
を
収
容
す
る
施
設
の
防
火
・
防
災

の
責
任
者
を
養
成
す
る
講
習
で
す
。

●
日
時

６
月
２
日
・
３
日
、
９
時
〜

17
時
　
●
場
所

春
日
・
大
野
城
・

那
珂
川
消
防
本
部(

春
日
市
春
日)

●

定
員

30
人
　
●
受
講
料

５
千
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫

野
消
防
署
1
９
２
４
局
５
０
３
５

●
日
時

５
月
27
日(

金)

10
時
30
分
〜

12
時
　
●
場
所

中
央
栄
町
昭
和
三

地
区
公
民
館
　
●
出
品
物

春
夏
リ
サ

イ
ク
ル
衣
料
、
贈
答
品
、
手
作
り
菓
子
、

食
品
材
料
な
ど
　
●
問
い
合
わ
せ
先

永
野
1
５
７
２
局
２
５
４
６

﹇
６
月
５
日(

日)

﹈
８
時
30
分
二
日
市

八
幡
宮
集
合
〜
市
民
の
森
〜
高
橋
紹
運

公
墓
〜
岩
屋
城
跡
〜
太
宰
府
菖
蒲
園

﹇
６
月
19
日(

日)

﹈
９
時
10
分
Ｊ
Ｒ
原

田
駅
集
合
〜
内
野
駅
〜
内
野
宿
〜
首
な

し
地
蔵
〜
内
野
駅

●
持
参
品

弁
当
・
水
筒
・
手
袋
・
タ

オ
ル
な
ど
　
※
小
雨
決
行
　
●
問
い
合

わ
せ
先

寺
崎
1
９
２
５
局
８
８
３
４

大
野
1
９
２
６
局
６
６
５
１

●
期
間

11
月
12
日
〜
20
日
　
●
訪

問
国

ド
イ
ツ
イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ス
、
ド

イ
ツ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
コ
ー
ス
　
●
募
集

人
員

リ
ー
ダ
ー(

30
〜
39
歳)

６
人
、

メ
ン
バ
ー(

18
〜
29
歳)

64
人
　
●
負
担

金

リ
ー
ダ
ー
７
万
円
、
メ
ン
バ
ー

12
万
５
千
円
　
●
募
集
期
間

５
月

16
日
〜
６
月
17
日
　
●
問
い
合
わ
せ

先

県
青
年
の
翼
実
行
委
員
会
事
務
局

1
６
４
３
局
３
３
８
７

●
日
程

６
月
29
日
〜
７
月
２
日

●
場
所

県
立
総
合
プ
ー
ル
　
●
定
員

70
人
　
●
受
付
期
間

５
月
16
日
〜

６
月
10
日
　
●
講
習
内
容

水
上
安

全
法
概
論
、溺
者
救
助
の
具
体
的
方
法
、

応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
法
ほ
か
　
●
受

講
資
格

18
歳
以
上
で
心
身
と
も
に

健
康
な
人
、３
０
０
ｍ
以
上
泳
げ
る
人
、

全
期
間
出
席
で
き
る
人
　
※
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
●
問
い
合
わ

せ
先

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事

業
課
1
５
２
３
局
１
１
７
１

身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
、
軽
ス
ポ

ー
ツ
、
旅
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
1
９
２
６
局
６
０
０
２

(
火
・
水
・
金
曜
日
10
時
〜
16
時)

ぼ
し
ゅ
う

あ
ん
な
い

イ
ベ
ン
ト

筑ち
く

紫し

野の

市し

身し
ん

体た
い

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

員い
ん

募ぼ

集し
ゅ
う

赤せ
き

十じ
ゅ
う

字じ

水す
い

上じ
ょ
う

安あ
ん

全ぜ
ん

法ほ
う

救き
ゅ
う

助じ
ょ

員い
ん

養よ
う

成せ
い

講こ
う

習し
ゅ
う

甲こ
う

種し
ゅ

防ぼ
う

火か

管か
ん

理り

者し
ゃ

資し

格か
く

取し
ゅ

得と
く

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

５
・
６
月が

つ

は
赤せ

き

十じ
ゅ
う

字じ

運う
ん

動ど
う

強き
ょ
う

調ち
ょ
う

月げ
っ

間か
ん

で
す

歩あ
る

こ
う
会か

い

参さ
ん

加か

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ィ
ン
グ
2005

福ふ
く

岡お
か

友と
も

の
会か

い「
友ゆ

う

愛あ
い

セ
ー
ル
」

県け
ん

営え
い

住じ
ゅ
う

宅た
く

入に
ゅ
う

居き
ょ

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
う

く

ら

し

広報紙への有料広告掲載について
平成16年10月に「財政健全化計画」を策定し、広報紙への有料

広告掲載を実施しています。
広告は、公共性や品位を損なうおそれのあるもの、風俗営業、

政治、宗教、個人宣伝、公序良俗に反するものなどは掲載でき
ません。また、あたかも市が推奨しているような表現もできま
せんのでご理解をお願いします。
○広告料金(１回) １枠　5万円　(半枠2万5千円)
●問い合わせ先 秘書広報課　内線228

平
へい

成
せい

17年
ねん

度
ど

筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

少
しょう

年
ねん

の船
ふね

事
じ

業
ぎょう

のお知
し

らせ
筑紫野市少年の船は1979年の初出航より、

市民のみなさまのご理解を得ながら、沖縄本島

をはじめ、屋久島、奄美大島などでの研修を重

ねてまいりました。

25周年を迎えた今、子どもたちの生活の多

様化にともない、活動の目的や意義の見直し、

スタッフの養成などに力を入れる時間が必要と

なりました。

本年度、乗船を楽しみにしておられた子ども

さんには大変申し訳ございませんが、平成17

年度の少年の船事業はお休みいたします。しば

らく時間をいただき、今まで以上に充実した少

年の船事業といたしますので、よろしくお願い

いたします。

筑紫野市少年の船事業実行委員会会長　伊藤拓

●問い合わせ先

市生涯学習課青少年担当　1918局3535

有料広告



に
つ
い
て
は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
　
●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地

区
商
工
会
職
業
訓
練
会(

大
野
城
市
商

工
会
館
内)

1

５
８
１
局
３
５
５
７

FAX
５
８
１
局
３
５
５
８

●
教
室
名
・
申
し
込
み
期
限

身
体
障

害
児
親
子
水
泳
教
室(

５
月
17
日)
、
知

的
障
害
児
親
子
水
泳
教
室(

５
月
18

日)

、
障
害
者
水
泳
教
室(

５
月
16
日)
、

中
高
年
水
泳
教
室(

７
月
８
日)

、
知
的

障
害
水
泳
教
室(

５
月
20
日)

、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室(

６
月
10
日)

●
参

加
費

５
０
０
円
　
●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
1
５
８

２
局
５
２
２
３

音
楽
と
知
育
で
子
ど
も
の
心
を
育
て

る
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
親
子
で
楽
し
く
は
じ

め
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

１
・
２
歳
児
　
※
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
●
問
い
合
わ

せ
先

前
原
1
９
２
６
局
５
０
９
５

20
周
年
を
迎
え
節
目
の
年
に
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

毎
週
月
・
金
曜
日
、
16
時

30
分
〜
18
時
30
分

●
場
所

二
日
市

東
小
学
校
　
●
問
い
合
わ
せ
先

坂
井

1(

０
９
０)

８
８
３
８
局
６
５
１
０

●
日
時

毎
週
月
・
土
曜
日
、
18
時
〜

20
時
　
●
場
所

筑
紫
東
小
学
校
　
●

問
い
合
わ
せ
先

鶴
田
1(

０
９
０)

５

０
８
０
局
０
７
７
１

●
日
時

５
月
20
日
〜
６
月
22
日
の

毎
週
水
曜
日(

17
時
30
分
〜
19
時
30

分)

・
毎
週
金
曜
日(

18
時
30
分
〜
20

時)

●
場
所

筑
紫
東
小
学
校
　
●

参
加
費

３
千
円
　
●
問
い
合
わ
せ
先

坂
井
1(

０
９
０)

８
８
３
８
局
６
５
１

０

明
る
く
ユ
ニ
ー
ク
な
チ
ー
ム
で
す
。

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者

大
歓
迎
。

●
日
時

毎
週
月
・
木
曜
日
、
20
時

〜
22
時
　
●
場
所

吉
木
小
学
校
体

育
館
　
●
問
い
合
わ
せ
先
　
松
本
1
９

２
１
局
３
６
７
９

Ｍ
２
リ
ト
ル
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス

●
対
象

２
歳
半
以
上
　
●
場
所
・
日

時

﹇
光
が
丘
公
民
館
﹈
火
曜
日
15
時

15
分
　
﹇
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
﹈
水
曜
日
16
時

﹇
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
﹈
水
曜
日
16
時

Ｍ
２
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス

●
場
所
・
日
時
・
対
象

﹇
筑
紫
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
﹈
月
曜
日
17
時

30
分(
小
学
生)

・
水
曜
日
15
時(

小
学

生)

﹇
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
﹈
水
曜

日
17
時(

小
学
生)
・
18
時
20
分(

中
高

校
生)

﹇
光
が
丘
公
民
館
﹈
木
曜
日

16
時(

小
学
校
低
学
年)
・
17
時(

小
学

校
高
学
年)

・
19
時
30
分(
中
学
生)

・

20
時
30
分(

高
校
生)

●
問
い
合
わ
せ
先

石
川
1
９
２
６
局

４
８
８
０

エ
ク
セ
ル
講
座

●
日
時

６
月
８
日
〜
17
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
、
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
　
●
場
所

太
宰
府
市
商
工
会
館

●
定
員

20
人(

先
着
順)

●
受
講

料

１
万
２
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
含
む)

●
対
象

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
講
座

Ｃ
Ａ
Ｄ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
製
図
を
行
な
う
ソ
フ
ト
で
す
。

●
日
時

６
月
８
日
〜
17
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
、
18
時
30
分
〜
21
時
30

分
　
●
場
所

太
宰
府
市
商
工
会
館

●
定
員

20
人(

先
着
順)

●
受
講

料

１
万
２
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
含
む)

●
対
象

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人

●
受
付
期
間(

以
降
共
通)

５
月
16
日

(

月)

〜
31
日(

火)

●
申
し
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
　
※
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

お知らせコーナー

18

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教き

ょ
う

室し
つ

ホ
ル
ツ
ァ
筑ち

く

紫し

野の

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

吉よ
し

木き

フ
レ
ン
ズ

サ
ー
ク
ル

入
会
金
・
会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー

ク
ル
に
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

卓た
っ

球き
ゅ
う

教き
ょ
う

室し
つ

サ
ッ
カ
ー
教き

ょ
う

室し
つ

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
あ
そ
ぼ
う

キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス

国
こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

員
いん

を募
ぼ

集
しゅう

します

今年10月1日を基準日として、全

国一斉に国勢調査を実施します。各

世帯への調査票の配布や回収、整理

などを行う調査員を募集します。

●対象 秘密を厳守し、責任をもっ

て調査事務が行える20歳以上の

方

●期間 8月下旬～10月下旬

●報酬 担当する世帯数に応じて３

～5万円程度

※詳しくはお問い合わせください。

●申し込み・問い合わせ先

総務課総務担当1923局1111

内線231・232

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

訓く
ん

練れ
ん

講こ
う

座ざ

有料広告
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●
場
所
・
日
時

〔
二
日
市
東
小
学
校
〕

毎
週
火
曜
日
、
17
時
〜
18
時
30
分

〔
二
日
市
北
小
学
校
〕
毎
週
土
曜
日
、

13
時
〜
17
時
　
●
対
象

小
学
１
〜

５
年
生
　
●
問
い
合
わ
せ
先

鬼
木
1

(

０
９
０)

３
３
２
７
局
２
１
８
８(

18

時
以
降)

●
日
時

６
月
１
日(

水
）、
13
時
〜
16

時
　
●
場
所

市
役
所
第
１
別
館
（
第

５
会
議
室
）

●
相
談
内
容

金
銭
・

不
動
産
・
相
続
な
ど
の
日
常
生
活
の
法

律
相
談

●
申
し
込
み
方
法

５
月
25

日(

水)

、
８
時
30
分
か
ら
先
着
14
人
ま

で
電
話
受
け
付
け
　
●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
総
務
担
当
1

９
２
３
局
１
１
１
１
　
内
線
２
３
１

●
日
時(

時
間
は
10
時
〜
16
時)

７
月

13
日(

水)

嘉
穂
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
、
８
月
10
日(

水)

宗
像
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
、
９
月
16
日(

金)

久
留
米
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
　
●
問
い
合
わ
せ

先

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
1
７
１

４
局
５
２
０
３

●
日
時

６
月
19
日(

木)

、
10
時
〜
15

時
　
●
場
所

香
椎
公
民
館(

東
区
香

椎)

●
相
談
員

民
事
・
家
事
調
停

委
員
　
●
相
談
内
容

金
銭
貸
借
、
交

通
事
故
、
土
地
・
家
屋
の
賃
貸
借
、
売

買
、
離
婚
、
相
続
な
ど
　
●
問
い
合
わ

せ
先

福
岡
簡
易
裁
判
所
1
７
８
１
局

３
１
４
１

県
で
は
郊
外
と
都
心
部
と
の
住
み
替

え
を
橋
渡
し
す
る
相
談
・
情
報
提
供
の

窓
口
と
し
て
「
福
岡
県
あ
ん
し
ん
住
替

え
情
報
バ
ン
ク
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

住
み
替
え
先
の
情
報
や
売
却
・
賃
貸
、

住
み
替
え
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
専

門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

(

財)

福
岡
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー
1
７
２
５
局
０
８
９
６

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

安あ
ん

心し
ん

住す

み
替か

え

支し

援え
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

筑ち
く

紫し

野の

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
男だ

ん

子し

部ぶ

員い
ん

募ぼ

集し
ゅ
う

無む

料り
ょ
う

調ち
ょ
う

停て
い

相そ
う

談だ
ん

会か
い

看か
ん

護ご

職し
ょ
く

員い
ん

再さ
い

就し
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

移い

動ど
う

相そ
う

談だ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

そ
う
だ
ん
（
無む

料り
ょ
う

）

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

相
そう

談
だん

●日時 毎週月～金曜日(祝日を除く)、９時～16時30分

(12時～13時を除く) ●場所 商工観光課内消費者相談

コーナー

ヤングテレホンちくしの
●電話番号 923局7773 ●開設日時 月・火・木・

金曜日、10時～18時　※年末年始は除きます

年
ねん

金
きん

相
そう

談
だん

●日程 毎週月～金曜日　●場所 市国保年金課年金

担当窓口　●問い合わせ先 市国保年金課　内線286

家
か

庭
てい

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

室
しつ

教育経験豊かな２人の家庭児童相談員が、子どもに

かかわるいろいろな相談に応じています。

●日時 毎週月～金曜日、９時～16時　●場所 市福

祉事務所相談室　●問い合わせ先 市児童家庭課　内

線316 （直通電話）1921局1308

女
じょ

性
せい

弁
べん

護
ご

士
し

による法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日時 ６月14日(火)、28日(火)、13時～16時(１人30

分程度) ●場所 生涯学習センター内女性相談室　●

申し込み方法 相談日の２週間前の水曜日から電話予約

こころや生
い

き方
かた

の相
そう

談
だん

●日時 ６月２日(木)、９日(木)、16日(木)、23日(木)、

13時30分～16時30分　●場所 生涯学習センター内女性

相談室　●申し込み方法 電話予約

電
でん

話
わ

相
そう

談
だん

「ちくし女
じょ

性
せい

ホットライン」
身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒に

考えていきます。

●相談日時 毎週月曜日～木曜日、10時～17時　●電

話番号 1513局7335(ＦＡＸ兼用）

事業主のみなさまへ

労
ろう

働
どう

保
ほ

険
けん

の年
ねん

度
ど

更
こう

新
しん

手
て

続
つづ

き

労働保険の申告・納付は５月20日までです。申告・納付

は最寄りの銀行・郵便局などの金融機関または労働基準監

督、福岡労働局労働保険適用室で行なってください。

●問い合わせ先

福岡労働局労働保険適用室　1４３４局９８３３

お知らせコーナー

有料広告

女性センター
問い合わせ先　男女共同参画推進課1918局1311
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健
けん

康
こう

推
すい

進
しん

課
か

からのご案
あん

内
ない

成人歯科検診
［５月の対象者］４月・５月・６月で21歳、24歳、27歳、

30歳、33歳、36歳、39歳、40歳、42歳、45歳、48歳、50

歳、51歳、54歳、57歳、60歳、70歳の誕生日を迎える人

［受診期間］５月１日～５月31日　※期間中１回のみ

［受診場所］健康カレンダーに記載の医療機関　※休診

日・診療時間は医療機関で異なりますので事前の予約が

必要です。 ［持参品］健康カレンダーに同封の成人歯

科検診受診券　［料金］千円（検診のみ、治療は含まれ

ません）ただし、70歳の方、市民税非課税世帯の方、生

活保護世帯の方は無料です。

※転入などで成人歯科検診受診券をお持ちでない方は健

康推進課まで問い合わせください。

妊婦歯科検診
［対象者］市内在住の妊娠中の人　［受診期間］妊娠期

間中　※期間中１回のみ　［受診場所］母子健康手帳交

付時に案内する医療機関　※休診日・診療時間は医療機

関で異なりますので事前の予約が必要です。 ［持参品］

母子健康手帳　［料金］千円（検診のみ、治療は含まれ

ません）ただし、市民税非課税世帯の方、生活保護世帯

の方は無料です。

母子健康手帳の交付
［日時］毎週月～金曜日(祝日を除く）、９時～12時・13

時～17時　［場所］カミーリヤ保健福祉事務室受付カ

ウンター　［対象］妊娠された方　［持参品］妊娠届出

書（健康推進課にもあります） ※代理の人でも結構で

す。

からだとこころの健康ダイヤル
健康推進課では健康づくりや育児についての電話相談

を受けています。お気軽にお電話ください。

相談電話番号 ９２０局８６１１

問い合わせ先 健康推進課 1920局8611

お知らせコーナー

発行／筑紫野市　〒818-8686 福岡県筑紫野市二日市西1-1-1 1（092）923局1111 FAX（092）923局5391
編集／総務部秘書広報課　印刷／九州チューエツ株式会社

市
し

役
やく

所
しょ

1９２３局１１１１

I n f o r m a t i o n

休日の当番医
きゅうじつ　　　とう　ばん　い

５月15日（日）

内
外
産
小

こでら医院
小西第一病院
まなべ医院
徳洲会病院

太宰府市
石崎
大野城市
春日市

９２３局７３３０
９２３局２２３８
５７１局４３０７
５７３局６６２２

５月22日（日）

内
外
産
小

福大筑紫病院
福大筑紫病院
まわたりクリニック
福大筑紫病院

俗明院
俗明院
春日市
俗明院

９２１局１０１１
９２１局１０１１
５９６局９１１１
９２１局１０１１　　

５月29日（日）

内
外
産
小

丸山病院
青柳医院
あまがせ医院
徳洲会病院

太宰府市
二日市南
大野城市
春日市

９２２局９００１
９２２局２７７０
５７２局５５０３
５７３局６６２２

診療時間は9時～17時
（小児科は9時～23時）

※変更されることがありますので、市役所（1923局1111）ま
たは消防署（1924局5034）でお確かめください。

　なお、内科と外科、小児科の平日夜間当番医については、
消防署・市役所に問い合わせください。

上下水道部 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1923局7111
山口出張所（山口コミュニティセンター）‥‥‥1922局2551
筑紫出張所（筑紫地区公民館）‥‥‥‥‥‥‥‥1926局2913
山家出張所（山家コミュニティセンター）‥‥‥1926局2809
御笠出張所（御笠コミュニティセンター）‥‥‥1922局2601
二日市コミュニティセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥1920局5123
筑紫南コミュニティセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥1919局8400
生涯学習センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1918局3535
市民図書館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1928局4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥‥‥1922局1911
五郎山古墳館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1927局3655
解放センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥‥‥1920局8000
竜岩自然の家 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1921局3455
文化会館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4321
勤労青少年ホーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1925局4801
農業者トレーニングセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥1923局6290
山家スポーツ公園 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局6636
宝満環境センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局5300
筑慈苑（斎場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1926局1892
社会福祉協議会 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1920局8008
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1919局7755
筑紫野警察署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1929局0110
筑紫野消防署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1924局5034
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緊急漏水時の水道当番業者

５月下旬の当番業者

５月９日～５月15日

５月16日～５月22日

５月23日～５月29日

日　　　時

●問い合わせ先　上下水道部施設課(1９２３局７１１２)

業 者 名 電話番号

(株)筑紫商会

(株)マルミ

(有)青木工業

９２５局６６３１

９２５局３５７６

９２５局８３５６

36,750部


